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第２四半期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2019 年８月５日に公表いたしました 2020 年６月期第２四半期（累計）業績予想と、本日公表の実

績に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
１．2020 年６月期第２四半期（累計）個別業績予想と実績値との差異 

 （2019 年７月１日～2019 年 12 月 31 日） 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 3,113 76 81 57 161.09

実績値（Ｂ） 3,002 44 56 37 104.83

増減額（Ｂ－Ａ） △ 111 △ 32 △ 25 △ 20 

増減率（%） △ 3.6 △ 42.1 △ 30.9 △ 35.1 
(ご参考）前期第２四半期実績
（2019年６月期第２四半期） 3,077 11 26 22 64.16

 
 

２．差異の理由 

 （第２四半期累計期間業績予想と実績の差異） 

売上高につきましては、消費税率の引き上げを背景に新設住宅着工件数が減少し、主力製品「Ｃ

ＥＲＡＭシリーズ」「ＳＨＩＮＴＯかわらＳ」の拡販や新規顧客の掘り起こし等、積極的な拡販に

努めましたが、前回発表予想を 111 百万円下回る 3,002 百万円となりました。 

利益面につきましては、売上高の減少や出荷減少による在庫増加に伴い包装資材が増加したこ

とによって、販管費が当初想定より増加したこと等の影響により、いずれも前回発表予想を下回

る営業利益 44 百万円、経常利益 56 百万円、四半期純利益 37 百万円となりました。 

 

なお、2020 年６月期の業績予想につきましては、現時点において修正の予定はございません。 

 

※上記の予想は、本資料発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実

際の業績は今後の様々な要因によって、異なる可能性があります。 

 

以 上 

 


